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1. はじめに                     2.2 腐食減耗量の測定
鋼橋において，ライフサイクルコストの低減が実現

できる材料として耐候性鋼材が注目されており，年々

その数は増加している。耐候性鋼材の防食機能を十分

に発揮させるためには，適切な設計計画と維持管理が

必要であるが 1)，そのための曝露試験データが不足して

いるのが現状である。そこで本研究では，耐候性鋼材

の短期曝露試験を実施し，腐食減耗量を求めることで，

橋梁桁内におけるワッペン式曝露試験片の腐食特性を

整理する。 
 

2. 調査概要 
2.1 実施期間及び調査地域 
調査地域は島根県東部と鳥取県西部である(図-1)。ま

た，実施期間は表-1の通りである。 
 

                      
図-1 調査地域 

 
 

表-1 測定期間一覧 
A 平成 18年 9月～ 

B 平成 18年 12月～ 

C 平成 19年 1月～ 
測定期間 

D 平成 18年 12月～ 
 

 
 
 
 

橋梁の桁部分に JIS 耐候性鋼材および Ni 系耐候性鋼
材の曝露試験片を設置(写真-1)し，短期の曝露試験を行
った。設置位置はウェブ面，下フランジ上面，下フラ

ンジ下面である。なお，D 橋は並列橋であるため，上
り車線，下り車線両方に設置した。また 9 ヶ月～17 ヶ
月の曝露後，曝露試験片を回収し，曝露前とさび除去

後(写真-2)の重量差を鉄連法により測定した。 
さらに，測定した JIS 耐候性鋼材の初年腐食量 ASMA

値を基に，式(1)，(2)，(3)を用いて，100 年後の腐食減
耗量 Yを求めた 2)。ここで A橋については 9ヵ月後 17
ヶ月後の減耗量より推定した ASMA値を，B 橋，C 橋，
D橋については 1年後の ASMA値を用いて 100年後の腐
食減耗量 Yを推定した。 

 

 
写真-1 曝露試験片設置状況 

 

   
写真-2 さび除去前後の変化           
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(JIS耐候性鋼)             ・・・(1) 
(Ni系耐候性鋼)   Y = As・XBs         ・・・(2) 
As/ASMA = -0.144+4.95V-1-13.37V-2 

+15.03V-3-5.45V-4         ・・・(3) 
BS/BSMA = 0.5545+0.45V-1            ・・・(4) 
 

(上限曲線) 
 

     
 

 
 

2.3 腐食環境の測定 
 ガーゼ法と土研法により飛来塩分を採取し，イオン

クロマトグラフィーにより定量した。 
 
3． 結果 
推定式を用いて計算した結果，100年後の片面腐食減

耗量は，各地域とも 0.5mm(耐食性能レベル Ⅰ)以下に
収まるという結果となった(図-2)。一方，各地の桁内で
の平均飛来塩分量を見てみると，耐候性鋼材の裸使用

が 可 能 と さ れ る 飛 来 塩 分 量 0.05mdd 
(NaCl:mg/100cm2/day)を大幅に越えている 3) (図-3)。この
ことから，飛来塩分量の割に，橋梁桁内では腐食が進

行していないことが分かる。また，図-4 に桁内の飛来
塩分量と 100 年後の腐食減耗量の関係を示した。図-4
から，飛来塩分量と腐食減耗量との間には明確な相関

関係は得られなかった。 
さらに，JIS耐候性鋼材の初年腐食量 ASMA値と Ni系

耐候性鋼材の初年腐食量 As 値を ASMA値に換算した値

(ASMA')を図-5に示す。図-5より，Ni系耐候性鋼材の初
年腐食量から換算した ASMA'は，JIS 耐候性鋼材の初年
腐食量 ASMA 値よりも大きくなっていることが分かる。

これは，式(3)，(4)が長期曝露試験により構築されたも
のであるため，実橋の短期曝露試験結果における Ni系
耐候性鋼材の性能を推定する場合，その性能を正確に

評価していない可能性がある。よって今後，JIS耐候性
鋼材と Ni系耐候性鋼材の推定モデルの精度向上のため
に，短期曝露試験データの蓄積が必要である。 

 
4. まとめ 
(1) 飛来塩分量の割に，橋梁桁内では腐食が進行して

おらず，桁内での平均飛来塩分量と 100 年後の腐
食減耗量には明確な相関関係は得られなかった。 

(2) 実橋の短期曝露試験データを推定式にあてはめる
と，Ni 系耐候性鋼材の性能が正確に評価されない
可能性がある。 

(3) 推定モデルの精度向上のため，今後も更なる曝露
試験データの蓄積が必要である。  
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図-5 ASMA'値と ASMA値の比較(下フランジ上面) 

A 橋 B 橋 C 橋 D 橋上り D 橋下り 
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0.05mdd 

図-2 JIS-SMAにおける 
   100年後の片面腐食減耗量予測 

図-3桁内(AV)における平均飛来塩分量  
 

図-4 桁内の平均飛来塩分量(AV)と 100 年後の片面
腐食減耗量との関係 
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